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あらまし：学生が自分の必要とする講義を探し出す際に、シラバスを利用するという手法が挙げられる。

そこで、シラバスの科目ごとに類似性や関連性を把握し関連科目データベースを作成することで、学生が

講義の内容をより深く理解するための手助けになるのではないかと考えた。本研究では、近畿大学のシラ

バスの情報を解析し、文章中の単語の類似度やパターンから関連科目を予測し、それに基づきデータベー

スを構築する。 
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1. はじめに 

大学生が自らの必要とする講義や参考書を探し出

す手段として、シラバスを利用する手法が挙げられ

る。シラバスとは、大学で開講される授業や講義の

大まかな内容を示したものであり、講義の目的や各

時限の授業内容などが記載されている。近年では、

シラバス検索システムを導入する大学も一般的にな

っており、自分の受講する講義の情報を知ることが

容易となった。我々は、科目ごとの類似性や関連性

を把握し、関連科目データベースを作成することで、

学生が講義の内容をより深く理解するための手助け

になるのではないかと考えた。 
本研究では、シラバス本文中の単語を解析し、そ

の類似度や頻度から関連科目を予測可能なデータベ

ースを構築する。 
  
2. 先行研究 

本研究の参考となる研究として、シラバスに関す

る先行研究について述べる。川場(1)らは、ウェブシ

ラバスを公開している高等教育機関のシラバスを収

集・分析し、汎用型ウェブシラバスシステムを開発

している。また、堀ら(2)は、シラバスの情報を利用

することで履修決定支援や個人のカリキュラムの特

徴を見出す研究を行っている。 
 

3. システム概要 
作成した Web アプリケーションの概要について

述べる。初めにユーザは、インタフェースで検索内

容の入力を行う。次に、その検索内容からデータベ

ースより条件に合ったデータを受け取り、ユーザに

開示する。表示された科目を選択すると、関連科目

の分析が開始されユーザに開示する。本研究では、

データベースの管理として Amazon SimpleDB を用

いる。本システムの構成を図１に示す。 

 
図１ システム構成 

 

3.1 シラバスデータベースの構築 

 本研究では、近畿大学理工学部電気電子工学科の

189 科目分のデータを対象に収録した。データベー

スへの登録内容としては、科目名や教員名、科目区

分、開講期などである。 
 シラバスデータテーブルの登録手順について述べ

る。まず、近畿大学のシラバスサイトにアクセスし、

WebページよりシラバスHTMLファイルを取得する。

次に、HTML ファイルを HTML Parser を用いて解析

する。本研究では、HTML Parser として「NekoHTML(3)」

を使用する。NekoHTML によりシラバスから科目名

や教員名をはじめとする情報を取得する。最後に、

取得したデータを SimpleDB に格納する。図２にデ

ータ登録の流れを示す。 

 
図２ データ登録の流れ 
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3.2 関連科目の導出 

関連科目の導出方法について述べる。関連性を見

出す方法として、文書内部の単語を比較しベクトル

を割り当てることで類似度を導出する手法がある。

本研究では、シラバス本文中の単語を形態素解析し、

その類似性から関連科目を抽出する。なお、類似性

の分析については Doc2Vec を使用した。以下、実装

の方法について述べる。 
  
(1) 形態素解析 

形態素解析とは、文章をある単語に区切り、辞書

を利用して品詞や内容を判別することである。本研

究では、形態素解析器として「kuromoji(4)」を使用し

た。シラバスの文章から名詞のみを抽出し、メタデ

ータの作成を行う。 
  
(2) Doc2Vec 

Doc2Vec とは、単語をベクトル化して定量化する

手法に基づいて、文書の類似度やベクトル計算など

を実現する手法である(5)。通常、１文書ごとに単語

を羅列して文書間を比較するのに用いられるが、本

研究では１科目ごとの単語集合を１文書分として科

目間の類似性を抽出する。本研究では、実装ライブ

ラリとして chainer(6)を利用した。 
  

3.3 科目検索システムの開発 

ユーザが容易に目的となる講義を探し出せるよう、

科目検索システムを作成する。シラバスデータベー

スの中から、ユーザの指定したキーワードが含まれ

る科目名のリストを表示する。また、様々な条件で

絞り込みができる詳細検索画面の作成も行う。 
  

3.4 ユーザインタフェース 

UI の作成として「GWT Bootstrap」を用いる。GWT 
Bootstrap はレスポンシブル Web デザインに対応し

ており、ブラウザの横幅サイズを判断基準としてレ

イアウトデザインを柔軟に調節する事が可能である。 
 本研究では、検索画面、科目一覧画面、関連科目

検索結果画面を作成。科目一覧画面で科目を指定す

ると、Doc2Vec により導出した関連科目が表示され

る。図３に関連科目検索結果の実行画面を示す。 
 

 
図３ 実行画面 

4. 評価実験 
導出した関連科目（以下、類似度関連科目）の妥

当性を検討するために、シラバスに明記されている

関連科目（以下、シラバス関連科目）と類似度関連

科目上位５件が対応しているかを確認する方法(7)で

行う。評価には式(1)の適合率と式(2)の再現率を用い

る。なお、式中の変数は表１の混合行列に対応して

いる。 
近畿大学理工学部電気電子工学科の専門科目につ

いて検証を行った結果、適合率は 34.7％、再現率は

24.3％となった。 
 

適合率 =  
��

�� � ��
         式(1) 

 

再現率 =  
��

�� � ��
         式(2) 

 
表１ 混合行列 

  
類似度関連科目 

あり なし 

シラバス 

関連科目 

あり TP = 66 FN = 206 

なし FP = 124 TN 

 
5. おわりに 

本稿では、関連科目検索システムのためのデータ

ベースと検索システムの開発について述べた。本評

価実験においては、「類似度関連科目には存在するが、

シラバスには関連科目として記載されていない科目

(FP 科目)」の妥当性については判断していない。シ

ラバス関連科目は教員の主観が入ったものであり、

FP 科目の中には、関連性が高いにも関わらずシラバ

スに関連科目として記載されていない科目も存在す

ると考えられる。今後、FP 科目に関する教員の主観

評価をする予定である。また、本実験では類似度に

関わらず上位５件を対象としため、精度を上げる閾

値についても検討をする。 
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